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【概要】
本センターは医療の更なる進展のため，診断，治療，機能回復，脳機能解析など多岐にわたる分野で共 i
同研究，学際的な研究が行われている本工房室では各研究分野，医学部付属病院，企業とともにその試 i
作物を製作している.ここでは平成19年度に製作したソフトウェア及びハードウエアの試作物を紹介する.
A ソフトウエア試作 
[lJ 分光推定色差表示ソフト
本ソフトウェアは前年度までに作成した分光推定ソフトを使用する際の合成画像の波長組合せを最適化す
るためのソフトである.分光推定ソフトでは RGB値から分光情報を推定し，その推定された分光情報に色
情報を擬似的に付加することで，疾患部等を強調する合成画像が得られるソフトである.このソフトでは
波長と色の組合せから最適な組合せを操作者の主観により決定していた.本ソフトはこの選定を客観的な
評価により決定するソフトである.本ソフトは任意画像から分光情報を推定し，指定 2点間での色差が大
きくなるような波長と色の組合せを選出し，画像を合成・表示する(図.1).これにより客観的な評価のあ
る合成画像が取得できる.千葉大学医学部坂間氏の依頼により作成.
図.1 分光推定色差表示ソフト概観 
[2J 血管シール耐圧測定装置
本装置は Ligasure(電気凝固装置)等で血管をふさいだ時のその血管の耐圧を測定するための装置である. 
Ligasure等は電気的に止血を行うことができるがそのふさがれた血管がどの程度の圧力まで耐えられるか 
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は分かつていない.そこで本試作ではふさがれた血管に一定の圧力を加圧していき決壊するまでの圧力を
モニタすることにより Ligasure等でふさがれた血管の限界耐圧を測定する.本工房では血管に対し一定の
圧力を加圧していく装置からその経過を撮影，圧力をモニタ・記録するまでの装置を開発した(図.2，図.3). 
当センタ一生体ナノ機能材料研究部門林教授の依頼により作成.
図.2 血管シール耐圧測定装置 図.3 計測ソフト
[3J 内臓脂肪面積計測ソフト
本ソフトウェアは CT等で取得した腹回りの画像から自動で内臓脂肪領域を抽出する.スケーノレを設定する
ことで面積を計算することも可能である(図.4).近年メタボリック症候群など生活習慣病への関心から内
臓脂肪が注目され，このようなソフトへの需要が高まってきているが，一般にこのような処理は他の解析
ソフトの一機能として付属されていることが多く，そのソフトは高価なものが多い.そこで本試作では内
臓脂肪面積の計測に特化し，安価なソフトを製作した.当センタ)手術・生体機能支援機器研究部門納谷
准教授の依頼により作成. 
[4J 流体計測用マスク作成ソフト
流体計測時に使用する可侵・不可侵を示すマスクを作成するソフトである. 2次元画像上に配置された可
侵領域を任意の形状に変形することにより流路を設定しその』情報をマスクとして作成する(図.5).当セン
ター脳機能計測解析研究部門大須賀准教授の依頼により作成.
図.4 内臓脂肪面積計測ソフト概観 図.5 流体計測用マスク作成ソフト概観
[5J 内視鏡画像展開ソフト
本ソフトウェアは内視鏡により得た映像から尿道や食道などの管状組織の擬似展開画像を得るソフトウェ
アである.内視鏡から得られた映像から管状臓器を切開、展開したときの画像を擬似的にっくりだしてい 
74 

る. (図 .6，図.7)また，サンプリングしたピクセル情報により擬似的な凹凸も作り出している.これにより
視野が狭い、凹凸が分かりにくいなどの問題点をもっ内視鏡での診断をサポートする.当センタ一手術・
生体機能支援機器研究部門五十嵐教授の依頼により作成.製品化に向け進行中.
図.6 内視鏡画像展開ソフト概観 
[6J 内視鏡映像自動録画ソフト
図.7 内視鏡画像展開ソフト用ビューワー
内視鏡画像中の色情報をリアルタイムで取得し，体内，体外を判別し，体内と判別した場合は自動的に録
画をスタートし，内視鏡が体外へ出た時には自動的に録画を停止するソフトである.当センタ一手術・生
体機能支援機器研究部門五十嵐教授の依頼により作成. 
B ハードウエア試作 
[7J 透析器内流れ変更キャップ
本センター脳機能計測解析研究部門大須賀准教授の依頼により図.8に示すような透析器のキャップを
試作した.これは透析器の流体入り口に取り付け，キャップの内部構造により，透析器内の流れに変化を
加え，透析効率の向上を狙うものである.このキャップは中空形状の内部に，流れを変化させる分岐体が
存在する.そのため切削加工上一体型ではアンダーカットが生じ製作不可であったため，図.8のように分
割して部品を作り接着で組み立てることとした.このキャッフ。を使った透析実験では，従来のものに対し
て透析効率の向上が確認されている.
選析器取付
~.・......
調工鰐データ
箆体内部に影状がある語
部り出し加工が不可能
軍国園周圃属国掴園田 E圃園圃置圃静
そこで僅体を分割し
内部影状を加工
圏一枚の板から翻り闘し
各部品
切り離し・組立
司副鴎闘蘭闇副闘 
NC加工畿襲験 キャップ完成
図.8 透析器内流れ変更キャップ製作 
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[8J 手術用努力
本センタ一手術・生体機能支援機器研究部門五十嵐
教授の依頼を受け，図.9に示す手術用勢刀を試作し
た.このモデ、ルは従来品に対して術者の取扱性向上
をコンセプトとしている.この試作は粘土を使った
モックアップより測定した寸法から， CAD上で意匠
形状をモデリングし， NC切削加工によってケミカル
ウッド及び樹脂製モデ、ルを試作した.実用新案登録
も済み，市販化間近である. 
[9J 球状ファントム製作型
工学部メデイカルシステム工学科伊
藤・高橋研究室の依頼により注型用樹脂
聾嘩監事長漕i;麟藤議輯鱒霊霊
図.9 手術用契刀
議状に加熱したファントム アクリルケースに充填
を裂に溝込み加Ef.冷部 機器ぎ 
製の型を製作した(図 .10).研究で使
用する球状ファントムを大量生産(一度
に 50個)できる.この研究では多数の
球状ファントムをアクリルケース内に
充填させ，食塩水を循環させることで毛
細血管による放熱を模擬した電磁ファ
ントムを製作している. 
図.10球状ファントム製作型と電磁ファントム
[10J 超音波診断装置用前腕部測定装置
本センター医用画像診断システム研究部門山口准教授の依頼により図.11に示す超音波診断装置用の前
腕部測定治具を製作した.この装置は主に前腕部を固定するアルミフレーム，電動スライダ，超音波診断
装置のプロープを取り付けるスライドバーで、構成している.これによりプロープを前腕長手方向に正確な
位置にスライドできる.前腕部を 2mmピッチで測定することで取得した超音波画像から，筋運動の 3次元
計測が可能である.図.12に計測結果を示す.
E墨縄盛量響的畿離を護運護霊
図.11前腕部測定装置 図.12計測結果  
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[lJ 	 顕微鏡ステージ XY自動制御機構
工学部情報画像工学科三宅・津村・中口研
究室の依頼を受け図.13に示す顕微鏡ステージ 
XY自動制御機構を製作した.これは紙とインク
の鮮鋭度特性 (MTF値)を計測する研究で用い
られる.ここでは印刷の前後で 2回顕微鏡観察
を行う必要があるが，計測値が紙の繊維構造に
大きく依存するため，厳密に同じ場所を観察し
なければならない.そこでオリンパス社製顕微
鏡のステージを XY方向に自動制御するための 図.13顕微鏡ステージ XY自動制御機構
機構が必要となった.制御はマイクロメートル
単位で必要となるため， 1.8度/stepのステッピングモータと減速比 1:36のギアボックスを用い，タイミ
ングベルトによりステージ移動つまみ部を駆動させている.
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[1]登録第 1301713号医療用体内管誘導支持具 関根雅、五十嵐辰男、宮武哲也平成 19年 4月 
20日
技術職員前傍聡樹
く特許出願〉 
[1] 3次元画像構築装置及び方法並びにフ。ログラム.五十嵐辰男，前イ弗聡樹. 2007年 
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